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§2 initial 及び main-menu の紹介 

TOLES の構成は大きく分ければ三つ INITIAL,MAIN 及び LCARD に分かれる。INITIAL は

内部で使われる editor の説明と、ｽｸﾘｰﾝの設定が行われ、LCARD では LENS.CRD の新規作成、

修正が行われ、MAIN で種々の計算が行われる。 

§2-1 initial menu 

TOLES を動かせば、最初に INITIAL なる dialog が現れ、その 1-page 目は 

 

であるが、これは実行形式を選択するもので 

IMPORT_RDN：既に準備されている lens data を読み込む(実際には指定された file

を LENS.CRD に copy する)。 

LCARD : lens data file(LENS.CRD) を新しく作るか、又はこれを修正する。 

LCARDM : short-cut-option で LCARD の中のデータ修正部を直接実行する。 

PZOOM : zoom lens の近軸解析又は自動設計。 

FILTER : 多層膜の解析・設計。 

BOOK : 雑問題の集まり。 

である。次の 2ページ目 
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は内部で使われる editor の使い方であり、この内容は習熟して置く必要がある。出来れば 

hard copy を取って手元に置いておくことが望ましい。 

3-page 目 

 

は外部 editor として使われる CSE-editor の説明である。この editor は自作のもので、背

景に fortran coding sheet を表示しながら作業ができるのが特徴であり、独立した

editor として CSE.EXE の名前で補助 file の中に存在する。この editor は市販の editor

（例えば MIFES）とほとんど同じ機能を保有し、使用法もほとんど同じある。 
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4-page 目は 

 

であり、スクリーンの使用条件を定めるものであり 

KDPLCR ：card-image-data を読込む時、同時に screen に書出す。 

KBELL ：入力を促すベルを鳴らす。 

KBKDRK ：text 画面の背景を暗くし、文字を白くする。 

KONEG ：常に 1個の graphic window しか開かない。 

KPROPG ：適当な個数の graphic window を開く。 

KNEWG ：常に新しい graphic window を開く。 

KSAMSC ：graphic window は次項の NWIDG，NHEIG で与えられる大きさとする。 

KALBLK ：color ではなく黒線のみとする。 

NSYMTT ：一文字の上下方向の dot 数。 

NSYMYK ：一文字の左右方向の dot 数。 

である。
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5-page 目は 

 

NWIDG ：文字単位で表した graphic window の左右方向の大きさ 

NHEIG ：文字単位で表した graphic window の上下方向の大きさ 

であり、6-page 目 
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はガラスに関するものであり§7で詳しく説明する。 

§2-2 main menu の紹介 

ここで INITIAL-Tab1 に戻り PROCEED を選べば、7 頁からなる MAIN MENU が現れる。

lens data を読込んだ後、光線追跡により、光線座標、レンズ面の高さ zoom 方程式の条件

などが決定され、収差、OTF の計算、断面図、収差図曲線などの表示などが可能となる。

その内容は徐々に説明するが今はまず Data を作成しなくてはならない。 
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